
 

 

 

 

ワーキング・グループの検討項目 
（エネルギー・環境分野の抜粋） 

 

 

Ⅱ エネルギー・環境ワーキング・グループ 

１．自然公園における地熱発電の開発可能地域のゾーニング 

２．変電所のバンク逆潮流制限の緩和措置 

３．慣行水利権に従属する小水力発電の普及促進 

◎４．再生可能エネルギー発電設備に係る電気保安規制の合理化（バイナリ―発電設備に

係るボイラー・タービン主任技術者選任範囲の見直しを含む） 

◎５．次世代自動車等の普及を加速するための環境整備 

６．グリーン料金メニューに係る温対法上のＣＯ２排出係数の見直し 

◎７．プラスチック製容器包装のリサイクル入札制度の適正化 

 

 

（注１）審議の状況により、項目の入替・追加等を行うことがあり得る。 

（注２）◎、○は優先的に検討すべき事項 
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